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TSUNAGARU NIPPON PROJECT

世代と地域を越えた共創を生み出し
持続可能な社会の実現へ貢献する

32歳までの若者共同事業体 
YOUTH CONSORTIUM

若者たちが行っている活動を繋ぎ
個々の選択肢と可能性を広げる

大人たちの共創コンソーシアム

グッドネーチャーな大人たちの
強みを繋いで共創を生み出す



vis ion

日本全国各地において、日々若者たちが行っている活動と、大人たちが行っている活動を、それぞれの目的と課

題で繋ぎ、世代と地域を越えて個々の強みを生かし合う共創を生み出すことによって、持続可能な社会の実現に

貢献する「共創プロジェクト」。

未来へ繋ぐ
持続可能性を実現する

共創サイクル

若者たちの
活動を繋ぐ

01.

大人たちの
活動を繋ぐ

02.

若者と大人の
活動を繋ぐ

03.

全国と繋ぐ
05.

地域で繋ぐ
04.

世界と繋ぐ
06.

未来へ繋ぐ
07.
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value

子供たち

学生たち

若者たち

自治体

地域社会

企業

32歳までの
若者共同事業体

大人たちの
共創コンソーシアムTNP
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可能性

アイデア

エネルギー

行動力

拡散力

革新性

経験

知識

実績

資金力

リソース

歴史

個々の目的と課題と強みを繋ぎ活かしあうことで共創を創出する



Susta inable  cyc le

個
々
の
選
択
肢
と
可
能
性
を
広
げ
る

社
会
全
体
の
選
択
肢
と
可
能
性
を
広
げ
る

若者たちの活動

若者たちの目的と課題を繋ぐ

大人たちの活動

大人たちの目的と課題を繋ぐ

共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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若者たちの目的と課題を繋ぐ

Susta inable  s tory

若者たちのスケールを発生させる

若者たちの共創を創出する

若者たちのスケールを最大化する

若者たちのスケールを影響力へ転化する

大人たちの目的と課題を若者たちと繋ぐ

若者たちと大人たちの共創を創出する 目的達成と課題解決を全体最適化する

若者たちと大人たち個々に実績が生まれる

個々の実績を地域や社会へシェアする

地域や社会への影響力が最大化される

目的達成と課題解決が個別最適化される

ヒト・モノ・カネ・アイデアが集まってくる

それぞれの選択肢と可能性が広がる
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Co-creat ion  pro ject

①World connect project × 
TNP共創プロジェクト

②海外交流共創推進プロジェクト

Vtuberと全国の若者が連携、各地域のジャパンカルチ
ャーを世界へ発信。地域の新たなファンを世界中に拡
大。

若者たちと地域、企業が連携し、スポーツや文化交流を
通じて、中国、韓国、インド、台湾、北中米、との交流
を促進することによって、持続可能な交流を生み出す

③越境ECプロジェクト

全国各地で地域活性に取り組む若者たちと、独自の越境
ECプログラムを通して中国全土に訴求・販売。地域産
業を盛り上げる。

④Social Space Project ⑤人材シェアサプライチェーン
若者たちと地域と社会の共創を生み出す交流スペースを
日本各地で展開、社会全体の共創を生み出す。

全国で若者たちが行う、就職・採用支援活動をネットワ
ークにし、全国での新たな人材確保のスキームを構築。

⑥地域活性化 縁むすびプロジェク
ト全く新しい視点による「きっかけ作り」イベントを通じ

て、地域の魅力発信と出会いの母数を増やす。

若者たち、大人たち、地域社会、の共創によって推進中のプロジェクト
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Co-creat ion  pro ject

TSUNAGARU MIYAZAKI川崎市実証実験

✔︎

✔︎

多摩川丸子橋周辺河川敷の新たな利活
用に向けた社会実験に事業者として採
択。河川敷のゴミ問題、地域賑わい創
出として川崎市とタイアップで実施。

地域が抱える様々な課題に対して、老
若男女、あらゆる人たちが楽しめるモ
ルックイベントをツールとして地域の
大学生たちが主体となり実施。

関西圏で地域活性に取り組む若者た
ちが「宮崎をまず身近に 」地域課題
や取り組みを知り、宮崎県をジブン
ゴトとするイベントを開催。

移住定住や県内のひとつの事業社へ
の就職などではなく若者たちの才能
を宮崎県内全体でシェアすることに
より人材不足の課題解決を目指す。

✔︎

✔︎

中日スポーツ交流

全国各地で地域活性、国際交流に取り組
む若者たちと共に、小中高大学生を中心
とした若年層を対象としたスポーツ、文
化など多様な交流プログラムを実施。

✔︎

✔︎ 地域の方々との交流をきっかけに、高
校、大学への留学や就労移住などを促
進、地域課題解決の一助に。

✔︎ 中国を皮切り、インド、韓国、台湾、米
国など世界各国との交流を仕組み化へ繋
げる。

若者たち、大人たち、地域社会、の共創によって実施され継続されていくプロジェクト
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概念実証済み共創プロジェクト（2018-2023）

アスリート✕学生団体
地域プロモーション

鳴門市×学生団体
スタディケーション

全国各地地×学生団体×旅行会社
官公庁観光再始動プロジェクト

福岡市×JR九州×旅行会社
福岡県大学園祭

住みます芸人×学生団体
地域活性共創プロジェクト

ARスポーツHADO
早慶戦

中国（上海）×日本（橿原市、松原市）
スポーツ交流ツアー

JCG
チャレンジゴルフツアー

福岡市×学生団体×着物会社
まち歩きプロジェクト

上野東大名誉教授×若者100名
トークセッション

砺波市×相模原女子大学×学生団体
スタディケーション

日本プロ野球名球会
身体障がい者野球教室

中間市×学生団体×旅行会社
観光地開発プロジェクト

高知市×学生団体
地域通貨普及プロジェクト

全国9エリア学生50団体共同出展
自治体公共WEEK@東京ビックサイト
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若者たち、大人たち、地域社会、の共創に概念実証として実施されたプロジェクト※一部抜粋



TNPと連携する地域社会

16 08 10 17 05

長浜市、宮津市、京都市、
大阪市、茨木市、枚方市、
松原市、三田市、伊丹市、
南あわじ市、橿原市、大和
郡山市、和歌山市、みなべ
町、串本町

伯耆町、松江市、益田市、
浜田市、岡山市、瀬戸内
市、東広島市、山口市

関西
滋賀、京都、大阪、兵庫、
奈良、和歌山

中国
鳥取、島根、岡山、広島、
山口

四国
徳島、香川、愛媛、高知

九州
福岡、佐賀、長崎、熊本、大
分、宮崎、鹿児島、沖縄

海外
韓国、中国、インド

徳島市、鳴門市、吉野川
市、高松市、丸亀市、坂出
市、松山市、高知市、芸西
村、日高村

北九州市、中間市、宗像
市、唐津市、長崎市、島原
市、五島市、杵築市、日出
町、佐伯市、竹田市、宮崎
県、高原町、霧島市、那覇
市、読谷村、名護市

ソウル特別区、蜜陽市、釜
山広域市、上海市、大連市

10 0807 12 09

八戸市、一関市、蔵王町、
仙台市、秋田市、山形市、
北塩原村、喜多方市、福島
市、富岡町、

岩見沢市、札幌市、名寄
市、帯広市、釧路市、函館
市、新十津川町

北海道
道央、道東、道北、道南

東北
青森、岩手、宮城、秋田、
山形、福島

関東
茨城、栃木、群馬、埼玉、
東京、千葉、神奈川

北信越
新潟、富山、石川、福井、山
梨、長野

東海
岐阜、静岡、愛知、三重

那須町、宇都宮市、千代田
区、渋谷区、南房総市、川
崎市、鎌倉市、藤沢市

新潟市、村上市、阿賀町、
富山県、砺波市、氷見市、
金沢市、志賀町、山梨県、
北杜市、長野県、長野市、

大垣市、静岡市、富士市、
浜松市、豊橋市、豊田市、
春日井市、名古屋市、志摩
市、
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地域、自治体一覧



01.

それぞれの、地域、都道府県、業界、市場、学校、団体、コミュニティ、など

TNPが構築・推進する「32歳までの若者共同事業体」  

地域の学生団体、学生起業家、社会人

船岡佳生
東京

生田元慶
東京

福田愛華
栃木

入江真穂
神奈川

渡邉すみれ
神奈川

北信越（4） 中国（3）

原口友輔
長崎

志村太一
福岡

高瀬千彗
沖縄

柴田紀裕
福岡

遠田悠也
道央

菅原宏太
岩手

𡈽谷薫輝
富山

薮内龍介
愛知

飯田貴将
大阪

坂東優穀
島根

豊崎晟永
愛媛

齋藤香暖
道北

北海道（４） 東北（3） 関東（6） 東海（4） 関西（4） 四国（3） 九州（6）

畑田 赳
高知

伏谷健太郎
岡山

櫻井 紫
広島

太田智也
京都

出野雄大
愛知

鹿嶋心真
愛知

奥村泰至
新潟

田中愛咲
長野

成田 恭
宮城

調整中
道南
調整中
道東

調整中 調整中菅原実桜
大阪

佐保亜都夢
大分

調整中 調整中 調整中

小泉優子
東日本（13）

片桐美海
中日本（12）

香川紘輝
西日本（12）

2023年11月末現在
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地域で活動する若者たちがハブとなって地域の若者と社会と繋がる仕組み



若者たちの活動事例

子供たちの教育支援活動
NPO法人ふらいおん

お寺で地域の交流を育む
学生団体てらふる茨木

服を作らない服屋
from clothes

古民家再活用学生団体
学生団体Cominia

ポッポ街商店街活性化
むすびCafé

芝浦工業大学公認サークル
空き家改修プロジェクト

アップサイクル/地方創生促進
学生団体CONCERN

岩見沢を元気にするために
学生団体ヒトツナギ

子どもや大人の教育支援
Cafe de 寺子屋

福祉施設にエンタメを
学生団体MARU

多様性を尊重し共生社会を
学生団体コルナム

保護猫TNR活動
おにゃんこたすけ隊

多様な人々の居場所作り
学生団体Inter-fair

若者のリーダーシップを育む
AIESEC JAPAN

フェアトレードネットワーク
NPO法人FTSN関東

SDGｓ推進サークル
近大C.S.S

若者たちが日本全国各地でそれぞれ個別に取り組んでいる様々な「活動」例
地域活性、社会福祉、ジェンダー平等、国際支援、フードロス、アップサイクル、教育支援、貧困問題、音楽活動、学園祭、国際交流、海外留学、部活、障害者
支援、地域情報発信、自己啓発活動、環境保全、エネルギー問題、女性支援、イベント活動、ボランティア、チャリティ、スポーツイベント、就職支援、企業支
援、空き家問題、古民家改修、伝統継承、後継者問題、繁忙期支援、企画・商品開発、フェアトレード、こども食堂、LGBTQ、居場所作り、ワークショップ、政
策提言、学生起業事業、など
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TNPが構築、運営する「大人たちの共創コンソーシアム」準備中

公益財団法人関西経済連合会、一般社団法人大阪青年会議所、全国農業組合連合会、東都生協共同組合、一般社団法人プロ野球名球会、一般

社団法人アスリートの羅針盤、一般社団法人日本チャレンジゴルフツアー協会、テレビ長崎株式会社、エフエム長崎株式会社、株式会社バシ

ットエンタテインメント、株式会社m-lab、株式会社アウル、株式会社Y’s、株式会社日本再生システム、合同会社シナリオ、スポーツクラブ

NAS株式会社、ダイワロイヤルゴルフ株式会社、吉本興業株式会社、名鉄観光サービス株式会社、株式会社阪急交通社、株式会社神姫トラベ

ル、株式会社ブースト、Sansan株式会社、アクロスロード株式会社、株式会社NTT e-Sports、RX Japan株式会社、株式会社新東通信、株式会

社デイリースポーツ案内広告社、オリックス野球クラブ株式会社、株式会社楽天野球団、福岡ソフトバンクホークス株式会社、株式会社

APITEC、株式会社ジュントス、渋谷スクランブルスクエア株式会社、株式会社東京ドームシティ、株式会社大阪シティドーム、株式会社東京

スタジアム、SAPPORO Incubation Hub DRIVE、Howlive、Plug and Play Shibuya、CASHIME
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TNP連携・協力企業、団体



共創プロジェクトを推進する仕組み  

地域社会、若者たち、大人たちの、目的や課題を汲み取る
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共創プロジェクトを推進する仕組み  

地域社会、若者たち、大人たちの、目的や課題を繋いで達成と解決に繋げる

14



共創プロジェクトを推進する仕組み  

個々のニーズに合わせて適宜実行委員会チームを設立いたします。

N対Nの共創で成果を最大化、企画から実施に至るまで世代と地域を超えた共創にて推進してまいります。
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共創プロジェクトを推進する仕組み  

各種共創プロジェクトにおいて発生した収益については、必要経費を除き、関わるメンバーにてレベニューシェ

アを行う。

・広告
・協賛
・イベント
・物販　　など

プロジェクト
実行委員会 関係企業

TNP

プロデューサー
35％

ディレクター
協力団体
35％

YCPプール分
15％

事務局 
15%

広告代理店
企業
消費者

・企画開発費
・各種調整費
・動画配信費　
  　　　　など

・企画開発費
・各種制作費
・動画配信費　
 　　　　など
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TNP基本構想

世代間ギャップを超えて社会全体の共創を実現する5ステップ

２年

過去と現代
をツナグ

ユース世代
をツナグ

シニア世代
をツナグ

世界中で全世代
をツナグ

3年

2年
3年

10年後〜
100年後?？

構想を紡ぐ

可能性を繋ぐ

ビジネスを繋ぐ

知恵を繋ぐ

人類全体
の才能を繋ぐ

（影響力を備える）

（収益力を備える）

（展開力を備える?）
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2018.12

ミドル世代
をツナグ

2024.04 2027.04 2029.04〜2021.12



TNPステアリングコミッティ
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委員長：里村千尋
合同会社シェアビー代表

大阪府

副委員長：宮川智慧
個人事業主

YC共同副代表
長崎県

副委員長：小泉優子
大学2年生
YC共同代表

東京都

副委員長：小川 廉
会社員

YC共同副代表
埼玉県

委員：張 宏偉（株式会社東宏トレーディング代表取締役）、朝田誠一（合同会社タグボート代表）、米元和良（合同会社シェアビー顧問）

若者たち、大人たち、地域を「ツナグ」ための、世代と地域を超えて繋ぐ「共通言語化」によって共創を生み

出し、持続可能な未来を実現するチャレンジを行なっているチーム



Goal  is . . .

TSUNAGARU NIPPON PROJECT

同じ課題や目的を持った
・若者たちの活動
・大人たちの活動
・地域社会の活動

を世代と地域と国境を超えて繋ぐことにより、個別では難しい目的達成と課題解決のための共創を生み出
し、社会全体の共創を生み出すことによって、目的と課題の全体最適を行うことが、ひとりひとりの選択
肢と可能性を広げるための個別最適化へと繋がる。

社会全体の共創を創出し持続可能な未来を実現する
グランドデザインを描き行動する。
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